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Simultaneous multi-biosignal sensing by visible light communication

～可視光通信で切り開く多チャネル生体信号同時計測への道～

[1] 河合遼, 城圭太, 泉知倫, 白木善史, 鎌本優, “高速カメラによる広帯域光無線通信のための光源追跡ハードウェアの検討,” 情報処理学会第76回

全国大会予稿集,東京電機大学, 2014.

[2] 中原優, 泉知論, 白木善史, 鎌本優, 孟林, “高速カメラによる広帯域光通信の移動体への適用と試作,” 2015年電子情報通信学会・総合大会予

稿集, 立命館大学, 2015.

LEDと高速カメラを使い 簡単でかつ
拡張性の高い無線ネットワークを構
築することができる可視光通信の研
究です。Wi-Fiなど従来の通信手段
の安定した運用が困難な環境におい
ても他のネットワークと干渉するこ
となく沢山のデータを集めることが
できます。

高速なデータ通信を行うための高い
フレームレート（例えば8000枚/
秒）使用時でも、送信機であるLED
の追従が可能です。さらに、画像処
理の大部分をストリーミング処理が
得意なFPGAで実装できるように工夫
することで、簡単に持ち運びができ
るシステムを作製できました。

リハビリテーションにおけるリアル
タイム多人数同時生体信号測定、さ
らに高速なネットワークと組み合わ
せた遠隔でのスポーツ指導が可能に
なります。また、集団における心理
物理実験を可能にし、臨場感や盛り
上がりの定量化など新たな知見を生
み出すことに貢献します。
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*Field-programmable gate-array
プログラムによって回路を変更可能な集積回路

高速カメラからFPGAへは生の画像を
送るため非常に高いスループット
（毎秒8000枚の場合約640Mbps）

FPGAからPCへはLED付近の輝度情報など
限られた情報しか送らないため，
小さなスループット（約8Mbps）

生の画像データ LEDの周りの輝度情報

語同期用と
信号用の2つのLEDを
搭載した筋電センサ

*立命館大学との共同研究
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